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令和 6 年度の養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況について 

 
 高齢者虐待防止法（以下「法」という。）第 25条の規定に基づく、令和 6 年度の養介

護施設従事者等による高齢者（65歳以上）虐待の状況は次のとおりです。 
 
（1）相談・通報対応件数 

相談・通報

件数 

虐待判断 

件数 
被虐待者数 

虐待の種類 

身体的 

虐待 

心理的 

虐待 

経済的 

虐待 

介護等 

放棄 

性的虐待 

26 件  9 件  

（3 件） 

12 人  

（6 人） 

11 人  

（6 人） 

4 人  0 人  0 人  0 人  

※（ ）は、うち身体拘束があるものの数。 
※１事案で複数の種類の虐待に該当するケースがあるため、被虐待者数と虐待の種類の人数の

合計が一致しない場合がある。 
 
（2）虐待と判断した事案の概要 

１件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

① 

 

性別 女性 

年齢階級 80 代 

要介護等区分 要介護３ 

虐待の種類 身体的虐待：顔を叩く等 

心理的虐待：暴言 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 有料老人ホーム 

 

２件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

① 性別 女性 

年齢階級 70 代 

要介護等区分 不明 

虐待の種類 心理的虐待：暴言 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 有料老人ホーム 
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３件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

① 性別 男性 

年齢階級 80 代 

要介護等区分 要介護２ 

虐待の種類 身体的虐待：危険な行為（「殺す」、「刺す」という

発言をした高齢者に、言葉の危険性を教えるため

に包丁を見せた） 

心理的虐待：脅し等の発言 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 介護施設等 

 
４件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

① 性別 女性 

年齢階級 70 代 

要介護等区分 要介護４ 

虐待の種類 身体的虐待：身体拘束（車いすとテーブル等によ

る行動の制限） 

心理的虐待：意欲、自立心を低下させる行為 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 有料老人ホーム 

 
５件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

① 性別 男性 

年齢階級 80 代 

要介護等区分 要介護３ 

虐待の種類 身体的虐待：左わき腹をつねる 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 介護施設等 

 
６件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

①  性別 女性 

年齢階級 90 代 

要介護等区分 要介護４ 

虐待の種類 身体的介護：身体拘束（車いすとタオルによる行

動制限） 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 有料老人ホーム 
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７件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

① 性別 女性 

年齢階級 90 代 

要介護等区分 要介護３ 

虐待の種類 身体的虐待：突き飛ばし 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 介護施設等 

 
８件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（1 人） 

① 性別 女性 

年齢階級 80 代 

要介護等区分 要支援３ 

虐待の種類 身体的虐待：頬を叩く 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 介護施設等 

 
９件目 項目 内容 

被虐待者の

状況 
（4 人） 

① 性別 女性 

年齢階級 90 代 

要介護等区分 要介護３ 

虐待の種類 身体的虐待：身体拘束（手の動きの制限） 

② 性別 女性 

年齢階級 90 代 

要介護等区分 要介護４ 

虐待の種類 身体的虐待：身体拘束（ベッドを柵で囲む） 

②  性別 女性 

年齢階級 90 代 

要介護等区分 要介護５ 

虐待の種類 身体的虐待：身体拘束（ベッドを柵で囲む） 

③  性別 女性 

年齢階級 80 代 

要介護等区分 要介護３ 

虐待の種類 身体的虐待：身体拘束（ベッドを柵で囲む） 

市町が講じた措置 法第 24 条による事実確認、改善計画の提出を指導 

施設等の種別 有料老人ホーム 

 



4 
 

 
（3）権利侵害行為によって高齢者の生命の危険や心身への重篤な影響、生活の危機的

状況が生じた事案はなし。 
 



令和6年度の養護者による高齢者虐待の状況について    

（１）虐待の類型（重複回答）

（２）虐待を受けた高齢者と養護者との関係（重複回答）

（３）虐待を受けた高齢者の状況

①高齢者の性別　ｎ＝33人

【事実確認により高齢者虐待の事実が認められた32件の状況】
　　　　　　　　　　　　　　　　　（虐待を受けた高齢者33人の状況）
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②高齢者の年齢　ｎ＝33人

③高齢者の介護保険の申請状況

　ア）介護保険の申請状況　ｎ＝33人

　イ）介護保険認定済み者(24人)の要介護度

65～69歳

15.2%

70～74歳

18.2%

75～79歳

21.2%

80～84歳

18.2%

85～89歳

12.1%

90歳以上

15.2%

65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳

85～89歳 90歳以上

要介護１

50.0%

要介護２

20.8%

要介護３

20.8%

要介護４

4.2%

要介護５

4.2%

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

認定済

72.7%

未申請

24.2%

認定非該当（自立）

3.0%

認定済 未申請 認定非該当（自立）
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　ウ）介護保険認定済み者(24人)の認知症日常生活自立度

（４）市町が行った虐待への対応策

①虐待を受けた高齢者と養護者の分離状況 ｎ＝45 件

※(本年度調査以前からの継続事例も含めて全ての虐待判断事例における被虐待者について集計）

②分離を行った事例（21事例）の対応状況

自立度Ⅰ

4.2%

自立度Ⅱ

33.3%

自立度Ⅲ

29.2%

自立度Ⅳ

4.2%

認知症はある

が自立度不明

20.8%

自立又は認知症なし

4.2%

認知症の有無が

不明4.2%

自立度Ⅰ

自立度Ⅱ

自立度Ⅲ

自立度Ⅳ

自立度Ｍ

認知症はあるが自立度不明

自立又は認知症なし

認知症の有無が不明

高齢者の保護として養護者

からの分離を行った

46.7%

高齢者と養護者を分離していない

22.2%

現在、対応について

検討・調整中2.2%

虐待時点で既に分離状

態（別居・入院等）

24.4%

その他

4.4%

高齢者の保護として養護者からの

分離を行った
高齢者と養護者を分離していない

現在、対応について検討・調整中

虐待時点で既に分離状態（別居・

入院等）
その他

契約による介護保

険サービスの利用

23.8%

やむを得ない事由

等による措置

47.6%

緊急一時保護

4.8%

医療機関への

一時入院

9.5%

上記以外の住ま

い・施設等の利用

14.3%
契約による介護保険サービスの

利用

やむを得ない事由等による措置

緊急一時保護

医療機関への一時入院

上記以外の住まい・施設等の利

用

その他
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③分離していない事例（10事例）の対応状況（「経過観察（見守り）のみ」を除き重複回答有）

2

1

2

1

0

4

5

0 1 2 3 4 5 6

ⅶ)その他

ⅵ)被虐待者が介護保険サービス以外の

サービスを利用

ⅴ)既に介護保険サービスを受けている

が、ケアプランを見直し

ⅳ)被虐待者が新たに介護保険サービス

を利用

ⅲ)養護者が介護負担軽減のための事業

に参加

ⅱ)養護者に対する助言・指導

ⅰ)経過観察（見守り）のみ

（人）

4


